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総会議案
第１号議案　　令和３年度事業報告並びに決算承認の件

第２号議案　　役員改選承認の件

第３号議案　　令和４年度事業計画並びに予算承認の件
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東本館西側の時計塔大時計

大学通りから見た東本館

東本館正面入り口



第１号議案　令和３年度事業報告
　新型コロナウイルスの感染拡大が始まって既に丸２年が
経過しております。日本中のあらゆる社会活動が重大な影
響を被っていますが、一橋植樹会の活動も新型コロナ発生
以前とは全く違う対応を余儀なくされています。この２年
間の動きを振り返ってみます。令和２年３月からは大学構
内は厳しい入構規制が行われ、学生の構内施設利用は禁止
され、課外活動もすべて禁止となりました。３月の定例作
業も当然中止となりました。植樹会の定例作業は大学の施
設を借りて、学生とともに原則月１回大学の構内の緑の整
備作業を行うことです。従って定例作業を行える環境が整
わず、令和２年度に引き続き、令和３年度も予定していた
年間13回の定例作業は全て中止を余儀なくされました。こ
の中にはオンラインのみでの開催となった６月のＫＯＤＡ
ＩＲＡ祭と11月の一橋祭の前に実施される特別清掃作業も
含まれています。
　毎年５月に佐野書院で開催していた一橋植樹会総会も令
和２年度、令和３年度ともに、三密を避けるため事前に会
員に「書面表決書」をお送りし、総会議案への賛否を問う
無会員総会形式に致しました。令和３年度総会では幸い頂
いた341通の表決書はほぼ全て賛成票で、総会は無事に終
了することができました。今回の令和４年度の総会も無会
員総会形式を踏襲せざるを得ません。
　令和２年７月に入り新型コロナウイルス感染症拡大が一
服し、大学でも秋学期、冬学期は原則オンライン授業を継
続しながら、ゼミや一年生の語学授業の一部は対面授業が
復活することになりました。また学生の課外活動も１回当
たりの参加人数を限りながら再開されることになりました。
これを受けて植樹会では大学に対して少人数の幹事・幹事
経験者による臨時作業の再開の申し入れを行い、三密対策
を厳重に取ったうえで１回当たりの作業人員は５名程度に
限るという条件付きで入構できることになりました。
　大学構内の植栽の管理は大学が定期的に入れる造園業者
による作業とそれを補完する植樹会の作業から成り立って
います。月１回の定例作業だけでは雑草が繁茂を始める５
月以降はとても雑草やツル植物の十分な処理は出来ない為、
新型コロナ発生以前から幹事会メンバーが中心となり臨時
作業を随時行うことによって対処していました。
　このため、令和２年度７月以降新たに認められた臨時作
業では、１回当たり５名程度という人数制約がある中で、
作業回数を増やして対応することが大切なこととなりまし
た。臨時作業については植樹会幹事や幹事経験者、近隣に
居住の会員に作業への参加をお願いしました。１回２時間
当たり５名程度、午前中１回、午後１回の作業設定を行い
ましたが、多くの当該会員の皆様から参加申込みをいただ
くことができました。令和２年７月以降の臨時作業はほぼ
毎週１回のペースで実施され、それ以降令和４年の現在ま
で丸２年近く続いています。この間、令和３年１月から３

月にかけて２度目の緊急事態宣言が出た際は臨時作業も中
止を余儀なくされましたが、幸い短期間の中断後すぐに再
開することができるようになりました。臨時作業において
は刈払機などの機械を駆使し、参加者の多くがそれに習熟
しているため極めて効率の高い作業を行うことができてい
ると自負しております。その結果、大学構内の植栽の整備
に関しては定例作業ができなくなった部分を十二分にカバ
ーすることができていると思います。今の大学構内の緑の
環境はかつてない程整然とした状態に保たれていると言っ
て過言ではないと思います。
　一方で、植樹会の最大の特徴である卒業生・学生・教職
員の三位一体となった活動が、新型コロナウイルス感染症
のため中断を余儀なくされていることは大変残念な事です。
新型コロナ禍発生以前の定例作業では多い時には卒業生が
50名程度、学生が100名程度参加しておりました。一般の卒
業生会員が作業に参加出来ない状態が２年以上続いていま
す。定例作業を支援してくれる学生理事の皆さんが保有し
ているノウハウも中断が２年以上続いたため伝承が途切れ
てしまいました。定例作業がいつ再会できるか見通しは立
ちませんが、ノウハウの復活は大きな課題になっています。
　定例作業が出来なくなって２年が経ちますが、この間
も大学の樹木の高齢化は進んでおりアカマツ基金による
マツ枯れ防止剤の樹幹注入の為の支出を継続して行なっ
ています。令和３年度は39本のアカマツを対象にした総
額1,107,645円の樹幹注入費のうち、アカマツ基金からは
574,035円を、残りは大学が負担しました。
１．ボランティア作業
⑴　活動実績
　令和３年度も前年度に引き続き、植樹会の作業活動は新
型コロナウイルス感染症の動向に影響を受けた一年でした。
一時は沈静化した新型コロナウイルス感染症は、令和３年
４月から９月末にかけて２度にわたり拡大に転じ、この間
緊急事態宣言が発令される事態となり、さらに令和４年に
入り１月半ば以降はオミクロン株への感染が急拡大し、ま
ん延防止措置が実施されました。大学においては、感染症
拡大状況に応じたリスクレベルに従い、学生の入構や講義、
課外活動への対応を図ってきましたが、基本的には多人数
での活動や外部者に対する入構制限については、注意深い
対応が堅持されてまいりました。
　このような状況下、ＫＯＤＡＩＲＡ祭や一橋祭の準備作
業を含め年に13回予定されている定例作業は、令和２年度
同様に中止を余儀なくされ、これらの作業に延べ1,381名
が参加した令和元年度の作業活動状況とは大きくその内容
を異にしています。しかし、作業実施のための入構は、一
時は入構不可能となった令和２年度とは異なり、少人数に
限られるものの期を通じて入構が認められ、予定した作業
を卒業生有志による「臨時作業」として継続できたことは
何よりも喜ばしいことでした。
　作業にあたっては、少人数での作業であることから作業
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効率の向上に努め、エンジン刈払機などの正確で適切な使
用方法の熟知を図る一方、日頃相手とする大学キャンパス
内の植物の特性や生活サイクルなどを理解し作業を行うこ
とに努めました。植物の生命活動が活発な５月から11月の
初旬頃までは下草刈り作業を、また11月から翌年の４月ま
での生命活動の衰える時期には、樹木の剪定や植込みの刈
込、要管理木などへの対応、灌木やササの除去等を主体に
作業を行いました。
　このように、定例作業が実施できない中、期を通じて「臨
時作業」として実施された作業は合計58回、参加人数は延
べで765名を数えました。作業にあたっては、新型コロナ
ウイルスへの感染防止に十分注意を払いながら、一日を午
前、午後の２回に分けて実施し、新たに作業を手がけた区
域も含めほぼ満足のいく形で大学キャンパス内の整備を実
施できました。因みに令和２年度の「臨時作業」の回数は
35回、作業参加人数は延346名でした。
　一方、多人数での作業が難しい中、学生との共同作業も
継続して行いました。７月の弓道場周辺、８月の硬式テニ
スコート周辺、８月と11月の野球場周辺、９月のハンドボ
ールコートとラグビー場周辺、12月のホッケー場東側、ま
た新たに令和４年３月の陸上競技場周辺の整備作業をそれ
ぞれ関係する運動部と共同で実施し、120余名の学生が作
業に参加しました。

令和３年度の臨時作業の詳細に関しては植樹会
ホームページの中の「作業班ホームページ」を
ご覧下さい。この中の「作業計画と結果」をク
リックして頂きますと各月の臨時作業の内容が
豊富な写真付きで説明されています。是非とも
ご覧になって下さい。

⑵　休日作業
　休日作業は年に２回行われ、より多くの植樹会々員によ
る作業参加を目的に作業日を土曜日に設定している定例作
業のひとつです。作業は７月17日（土）と10月16日（土）の両
日に実施の予定でしたが、前述のように新型コロナウイル
ス感染症への懸念が大きいことから中止しました。
⑶　植樹作業
　大学と協力し、枯死木や危険木などの除伐を行なう一方、
衰弱した樹木の回復を図るための手立てを講じ、また伐採

跡地への植樹や補植を行いながら、大学キャンパス内の自
然の新陳代謝と世代交代を図っていくことは植樹会の大切
な役割です。そのために、例えば高齢化したアカマツの世
代交代に備えて「アカマツ基金」の充実を図るなどの努力
を継続しています。また、老齢化、大径木化した多くのコ
ナラやクヌギなどの樹木はナラ枯れ病に冒され、伐採を余
儀なくされ、その伐採跡地への植樹も検討が必要になって
います。
　令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大による影響
もあり、植樹作業を具体的かつ十分な形で検討、実施する
には至りませんでしたが、いままでに新たに植栽された樹
木の健全な育成のため、その周囲の雑草の刈取やクズなど
のツル植物の除去など下草刈作業を中心に実施しました。
⑷　「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」に沿っての
作業
　「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」に記載された
『第二次緑地基本計画レビュー』の円滑な実行のために、
大学施設課との間で協議を行いながら作業を実施しました。
令和２年度には十分開催できなかったワーキング・チーム
のミーティングは、予定通り４月から３ヶ月毎に４回開催
しました。その場では、基本的な作業方針、年間の作業計
画と進捗状況、危機管理や景観などの観点から管理を要す
る「要管理木」に対する方針、大学キャンパスの森の老齢
化とその円滑な世代交代、作業器具管理や作業上の安全管
理、次年度の作業計画など多岐にわたり話し合いが行われ
ています。
　要管理木については、８月に大学とキャンパス内を巡見
し、その見直しを行いました。大学と協議し、適宜その内
容を見直しつつ優先順位をつけ、業者に委ねざるを得ない
樹木は大学が、植樹会の手で実行できるものは植樹会が分
担して対応しています。また、倒木などによる災害のおそ
れのある危険木に関しては、大学により令和２年度に引き
続きその調査、対応がなされ、またナラ枯れ病のコナラな
どについても順次伐採措置が講じられています。
⑸　作業環境・効率の改善、新規購入の用具・備品その他
　作業用用具や備品については、作業効率を高め安全に作
業が出来るよう、９月にはエンジン作業器具の一斉保守や
点検を行い、修理や調整を行う一方、常々使用する用具や
備品の保守や整備を実施しています。また令和２年度に続
き、古くなった刈払機の代替機としてリョービ（京セラ）
製の刈払機２台を購入し、新たに機器の購入、補充も行な
いました。
⑹　作業後交流会
　作業後交流会は、学生達が作業に参加しそれを体験した
後に、卒業生との歓談や交流の場として設けられた大切な
機会です。令和３年度は、定例作業が中止されたため残念
ながら作業後交流会は実施されませんでした。
２．学生の主体的活動の推進
　令和３年度も、新型コロナウイルス感染症拡大のため、
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大学キャンパスの実質的閉鎖が続きました。以前には、学
生理事達は定例作業日の受付や交流会の準備・片付け等、
会の活動・運営に積極的に取り組んでくれたのですが、令
和３年度も定例作業がすべて中止となり、残念ながら学生
の活動はほとんど休止せざるをえなくなりました。かろう
じて、オンラインで開催されたＫＯＤＡＩＲＡ祭と一橋祭
に、学生理事の企画で、「旧国立駅舎」を利用したリアル
イベントとして、植樹会「森のクラフト」の展示と配布が
実施され、市民の皆さんに一橋の森をアピールすることが
出来ました。また西生協の近くにある「お花畑」のリニュ
ーアルに取り組み、ＯＢの指導の下、花壇の再構築と植栽
を実施しました。
３．組織強化活動
⑴　会員の状況
　植樹会の財政基盤の安定・強化と活動の活発化を図る為、
新規会員の増強は極めて重要ですが、当年度は新型コロナ
ウイルス感染拡大のため、新規会員獲得の主要機会である
入学・卒業の周年記念大会がすべて取り止めとなり新規会
員獲得活動は行えませんでした。
　一方、物故者を含む自主退会者が29名、見做し退会者（３
年間連続年会費不払い）が17名おりこれを差し引くと、個
人会員は残念ながら43名減少し1,408名、団体会員は２団
体減少し39団体、合計では45名・団体減少し1,447名・団
体となりました。
⑵　組織強化
　組織強化には新規会員獲得と定例作業参加者の増加が重
要ですが、どちらも新型コロナウイルス感染拡大のため実
質的な対応ができませんでした。
　年会費不払いによる「見做し退会」は残念ながら常態化
しており、今年度もその数を減らすべく２回にわたり年会
費納付のお願いを出状しました。しかしながら、前年度よ
り４名・団体増加し18名・団体がその対象になりました。
４．広報活動
⑴　植樹会のホームページ
　毎月の定例作業を実施できないまま又１年が経過しまし
たが、その間継続した臨時作業の模様を通年継続して休刊
なく採り上げ、出来るだけ多数の写真を掲載する事に依り
作業時の様子や成果を途切れなくお伝えしました。

　「継続する母校構内のナラ枯れの被害について」、「一橋
植樹会寄附講義「緑の科学」の出発」の他、キャンパスの
校舎の動向等も併せ掲載し情報の多様化も心がけました。
また「作業時に出会うキャンパスの山野草」を四季折々に
写真と解説を豊富に交えてお伝えし、草花への理解と愛情
の深化のお役に立つよう掲載を定期的に続けています。
⑵　如水会々報の「植樹会通信」
　この１年も新型コロナウイルス感染症拡大の影響からの
会報自体のページ数削減状況が続きました。このような状
況下限られたスペースの中で臨時作業を中心とした実際の
活動状況を全国の如水会員に伝え、ご理解をいただくよう
努めました。特に弓道、硬式庭球、ラグビー、男女ラクロ
ス、フィールドホッケー各部との共同作業の内容とそれぞ
れの学生からの感想や、「コロナ禍の活動を振り返る」と
題してコロナ以来約１年半強に亘る臨時作業のまとめ記事
を寄稿いただいたほか、発足後10年目を迎えた植樹会寄附
講義「緑の科学」立上げの経緯、11月末に行われた「学外
研修」の模様などを取り上げ掲載しました。
５．寄附講義「緑の科学」
　「緑の科学」は当年で10年目を迎えました。当年度も春
夏学期に開講しました。数少ない自然科学系の講義で例年
受講希望者が多く、当年の履修状況は応募者数329名、合
格者数60名（18%）、最終登録者数59名、最終成績授与者
54名（４年生５名、３年生27名、２年生17名、１年生５名）
でした。
　初回は対面講義でしたが、まん延防止措置が施行された
ため、２回目以降はオンライン講義となりました。
　講義内容は、ほぼ令和２年度と同様で、優先して３回にわ
たり新型コロナウイルスについて詳細な講義を行いました。
　内容：緑と光の観測について（初回）／／緑と地球／緑
と植物／水と緑／水と色素／緑と鳥／武蔵野の雑木林と自
然／里山と人々／植生管理と防火／まとめ／です。
　オンライン授業となったため植樹会の講義協力は飯塚副
会長による講義「里山と人々」のみで従来行っていた実習
指導の協力はできませんでした。
　なお、今回は１年生の選択が少なく、今後低学年を優先
させるような策についても一考の余地ありとの担当の筒井
名誉教授からの問題提起がありました。
　当年度の寄附講義の植樹会の経費負担額は138,770円で
した。
６．キャンパス外活動
　春と秋の学外研修が主体です。春の研修は新型コロナウ
イルス感染症拡大により中止しましたが、秋の研修は顧問
の福嶋司先生にご指導いただき、11月26日（金）に15名が参
加して実施しました。東村山市において、狭山丘陵の谷と
水路を中心とした地形や植生、狭山湖や多摩湖など東京都
の水瓶の歴史と役割、古刹と境内の樹木、東山道武蔵道、
板碑や鎌倉古道、久米川古戦場などに象徴される古い歴史
について学びました。

お花畑の整備
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⑴　作業参加者の推移

令和元年度 令和２年度 令和３年度 対前年比増減

卒業生（一般） 　547 346 642 296

教　職　員 　 48 　0 　0 　0

学　　　　生 　786 103 123 20

計 1,381 449 765 316

定例作業一回当たり
の平均作業参加者数

　115
　（12回）

臨　時　作　業 　536 449 765 316

＊令和２年度、３年度は定例作業は実施されず、すべて臨時作業でした。
　　
⑵　会員数の推移

会員種類 令和２年４月１日 令和３年４月１日 令和４年４月１日 対前年比増減

卒業生（一般） 1,419 1,355 1,312 －43　

教　　　　員    44    42    43 　1

職　　　　員    32    31    30 －1

（小　計） 1,495 1,428 1,385 －43　

団　　　　体    41    41    39 －2

特　　　　別 　　3 　　3 　　3  0

学　　　　生    18    20    20  0

合　計 1,557 1,492 1,447 －45　
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第３号議案　令和４年度事業計画

基本方針
　本稿執筆段階では定例作業が再開できる時期の推定は困
難であるため、令和３年度と同様な環境が令和４年度も途
中まで継続し、その後定例作業が可能になるとの想定で事
業計画を立てます。
１．定例作業の代わりに、前年度と同様に臨時作業を高頻
度で行うことより、大学構内の緑の環境の維持に最大限
努力いたします。大学の財務部施設課と緊密に連絡を取
ることにより、大学が行う造園業者による手入れと、植
樹会が行う臨時作業の相互補完がうまくいくように努力
します。

２．定例作業がいずれ再開されることに備え、学生理事の
皆さんとの連絡を密に行い、再開時に多くの学生が作業
に参加出来る環境を準備します。

３．「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」の見直し作
業に着手します。2004年（平成16年）に作成された「緑
地基本計画」はその後10年を経過しレビューが行われ
2015年に現行の「第２次緑地基本計画」に移行しており
ます。この間に「要管理木対策計画」を作成し大学との
共同事業として着実に実施しております。この事業は継
続しますが、アカマツの「マツ枯れ病」に加えて２年前
から「ナラ枯れ病」が関東地方に急速に蔓延し、大学構
内でも老齢化したコナラ類の大木が次々と枯死し、伐採
処理されるという甚大な損害を被る状況になりました。
令和２年は20本、令和３年は23本処理しましたが、まだ
要処理枯木は残っています。大学構内を巡見すると林
のあちこちに、これまでは無かった明るい空間が広がっ
ている事に気が付きます。老高木を数多く除伐した結果
です。「マツ枯れ病」「ナラ枯れ病」の蔓延の背景には国
立移転が完了してから既に90年を過ぎており、大学構内
の樹木の老齢化が進んでいる事があげられます。失われ
た樹木の伐採後の跡地はどうするのか、そのままにして
自然遷移に任せるのか、それとも代替樹木を補植するの
か。その対策には長期的総合的判断が必要であり第二次
国立キャンパス緑地基本計画の見直しの中で大学と一緒
になり考えて行こうと思います。

具体的活動計画
１．ボランティア作業
　今年度も新型コロナウイルス感染症に関する先行きの不
透明感は否めませんが、第二次緑地基本計画の達成に向け、
ワーキング・チームにより整理された項目を、大学と協議
しながら実施していきます。その中で、今後対応を継続的
に図るべき点は、大学キャンパスの森の世代交代のための
老齢木への対応と適正な樹木の植樹、不要な樹木や危険木
など「要管理木」への対応、そして夏場に勢いよく繁茂す

る雑草やツル植物への対応などです。植込みやツバキ、キ
ンモクセイなどの剪定も必要になります。
　この様な課題に対処するためには大学との円滑なコミュ
ニケーションが大切で、また費用の捻出も必要になります。
例えば、樹木については、そう大きくない木であれば植樹
会の手で伐採や除去することも可能ですが、高木の伐採と
処理は業者に委ねざるを得ません。植樹についても植栽の
場所や樹種の検討が必要になります。直面する諸々の課題
については大学と協議をしながら、対応を図っていきます。
⑴　月例の定例作業と交流会は例年通りに予定します。夏
季に繁茂する下草類やクズやヤブカラシなどのツル植物
への対策、要管理木などへの伐採を含めた対応や植込み
の剪定を中心に、機動的に臨時作業も計画して行く予定
です。新型コロナウイルス感染症の状況により定例活動
が不可能な場合には、令和３年度同様に、卒業生有志に
よる「臨時作業」で対応を図ります。
⑵　作業を実施するにあたってはキャンパス内に生育する
植物の特性を理解しながら効率的に作業を行います。近
年、キャンパス内には多くの外来植物が見られ、在来種
に比べると繁殖力が旺盛です。とくに、オオブタクサ、
ワルナスビ、アメリカヤマゴボウ、アメリカオニアザミ
などの植物は、有毒であったり、また花粉症の原因とな
る植物です。放置するとキャンパス内一円に広まる可能
性があり、芽生えの時期直後に駆除し、オオブタクサを
除く他の植物は多年草ですので一年に何回かに分けて刈
り取る必要が生じます。
⑶　樹木は生き物です。時の経過とともに状況は変化しま
す。要管理木の確認と対応については引き続き、状況を
見ながら実施していきます。樹木の伐採跡地における植
樹の実施、アカマツを生かす対策、武蔵野の雑木林の維
持などは植樹会の担う核心的役割の一つとして、継続し
て推進します。特に、植樹会発足時にはそう大きな課題
として考えられなかったキャンパス内の樹木の高齢化と
世代交代への対応は大切な課題であり、そのために中長
期的な視点から大学と協力して解決を図っていきます。
　　また、本件に関連する重要課題の一つであるマツ枯れ

― 8 ―

ウメの剪定



病の拡大防止対策として、樹幹注入費用が継続的に発生
します。植樹会としては、これが着実に実施されるよう
大学を支援し、老齢化したアカマツの世代交代を効果的
に行うため、「アカマツ基金」の有効利用を図ります。

⑷　作業の安全を第一とし、用具・備品の充実と保守点検
のスキル向上と実施に取組み、作業効率の向上に努めま
す。作業内容の多様化と作業区域の拡大に対応できるよ
うに用具・備品の充実を図ります。
２．学生の主体的活動の推進
　新型コロナウイルス感染症の収束状況を見ながら、学生
の主体的活動を推進するとの方針のもと、臨機応変に対応
して行きたいと考えています。新型コロナウイルス感染症
収束後の活動は、従来からの柱（定例作業・交流会の支援、
一橋祭・ＫＯＤＡＩＲＡ祭への出展、自主企画等）が中心
となると思いますが、従来から学生理事の分担体制および
作業内容を見直したいとの意見が出ており、この機会に合
わせて十分に相談したいと考えています。
３．組織強化活動
　個人会員の新規入会勧誘活動は、新型コロナウイルス感
染症の収束時期の推定が不明ではありますが、収束の後、
周年記念大会が再開され次第取り組みます。
４．広報活動
⑴　植樹会のホームページ
　コロナ禍の状況によりますが、従来の定例作業に近い形
での作業再開を頭に置いて、字数や写真枚数の制限のない
利点を十分に活用し、他と連携しながらキャンパスの樹木
や植栽の状況、作業の場所や進行の状況についての情報を
共有していただくように努めます。
⑵　如水会々報「植樹会通信」
　作業活動の報告を主体としつつ、如水会会員に対して植
樹会活動への理解、共感をより一層広げかつ深めてもらえ
るよう、またこれにより新規会員の増大、作業参加者増加
に繋げることを常に意識し、テーマ選びや記事内容の編集
に努めていきます。
５．寄附講義「緑の科学」
　今年度も春・夏学期の開講とします。対面授業を予定し

ていますが、新型コロナウイルス感染症の蔓延状況によっ
ては、昨年度と同様のオンライン授業の可能性があります。
対面授業実施の場合は植樹会員による実習指導の協力を実
施する予定です。
６．キャンパス外活動
　今年度も会員の植樹会活動に関する知識と意識向上のた
めに学外研修を実施します。新型コロナウイルス感染症の
状況を見ながらの実施となりますが、実施場所は近隣の自
然や植生の豊かな研修の実を得られる場所を予定します。
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図書館前での作業

紅葉の中を作業に向かう

整備後の竹林

すっきりしたひょうたん池周囲
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令和４年度一橋植樹会幹事会組織（案）
　　

　　

１．企画・統括班　　須藤理事（副会長・総務担当）

　　　　　　　　秦理事（経理担当・寄附講義・周年大会）、

　　　　　　　　林理事（経理担当）

　　　　　　　　担当業務： 事業計画立案、予算・決算、幹事会、総会、大学・如水会折

衝窓口、休日作業の企画、組織強化、会員増強、会費管理、

会員名簿の作成 、寄附講義（緑の科学）、保険（傷害、賠責）

に関する事項。

　　

２．学生班　　　　　小槙理事（副会長）

　　　　　　　　担当業務： 学生会員の勧誘、作業参加促進、交流会支援、ＫＯＤＡＩＲ

Ａ祭・一橋祭への参加（森のクラフト教室支援）、学生会員

の名簿管理。

　　

３．広報班　　　　　小山修理事（副会長）

　　　　　　　　谷中理事

　　　　　　　　担当業務： ＨＰの更新および案内、如水会々報への投稿、小冊子・チラ

シの作製、学内誌との連携。

　　

４．作業班　　　　　飯塚理事（副会長）

　　　　　　　　 樋口理事（交流会担当）、小山明理事、山口理事、木田理事、藤原理事、

善宝理事（植樹企画担当）、村上理事、地田理事、井田理事候補、

山田理事候補

　　　　　　　　担当業務： 定例作業の企画、案内と実施、用具備品の購入・管理、安全

対策、交流会の準備と実行、植樹計画の立案。

　　



アカマツ基金の現状報告
　校歌にも歌われて、一橋大学のシンボルとも言うべき大学構内のアカマツはマツ枯れ病の蔓延の
結果大きく本数を減少させています。大学でも以前からアカマツの幹に対して薬剤の樹幹注入を施
してまいりました。植樹会でも当初は一般予算から費用の一部を負担して協力して参りましたが、
マツ枯れ対策に本格的に取り組むとともに、失われたアカマツを補うための補植を積極的に行うた
め、アカマツ基金を設立して広く募金の呼び掛けを行う事にしました。
　2017年度に呼び水として如水会より200万円のご寄付を頂き、その後は幅広い層からの募金を頂
戴し、累計額は900万円を超えるまでになりました。取り敢えず2017年から５年計画で樹幹注入を
計画的に進めて来ましたが、グリンガードＮＥＯという現在使用している薬剤の効果持続期間は７
年であり、以前に実施したアカマツに対して再度樹幹注入する必要が出てきています。既に５年計
画の中でアカマツ基金からは累計で400万円近くにのぼる金額を薬剤注入費並びにアカマツ補植費
用として支出しています。基金のお金に色は付いておりませんが、如水会から頂いた当初の200万
円は優先的に使わせて頂いた形になっています。
　現存するアカマツを継続的に樹幹注入することによって守るとともに、失われたアカマツを新た
な苗木を植える事によって復活させる必要が有ります。マツ枯れ病を引き起こす「マツノザイセン
チュウ」に対する抵抗力のある品種改良された「抵抗性アカマツ」の苗木も現在手に入るようにな
って来ており、今後は大学とよく相談して、適地に抵抗性アカマツの苗木を捕植するように致しま
す。
　アカマツの保全・再生事業は未来永劫続きます。アカマツ基金の募金も継続しておりますので引
き続き宜しくお願い申し上げます。
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